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L•G ・パレジェー／レ著

『西アフリカ紀行ーニジエーノレJIIからギニア湾まで一一」

L. G. Binger, Du Niger au Goffe de Guinee par leρays de Kong et le Mossi, 

Librairie Hachette et Cie, Paris, 1892. 
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I はじめに

コート・ジボワールの首都，アピジャ Lからラグ」L

（潟湖）沿いに東へ20キロメートルほど行ったところに，

パンジエールヴィル（Binge1・ville）という人n約5万の小

さな町がある。植民地化当初，グラL・パ、ソ＋ム（Grand

Bassam）におかれていた植民地総腎府が1900年，この町

に移されて以来， 1934年，黄熱病の流行のため再びアビ

ジャンに移されるまで，パンジエールヴィルは仏f演コー

ト・ジボワールの首都であった。この町の名，パンジエ

ールヴイJレは，これから紹介する『商アフリカ紀行』の

著者L・G・ パンジエール（L.G. Binger）にちなんで

名づけられたものである。ザイールにおいてスタンレー

が，スタンレーヴィル（Stanleyville＝現在のキザンガニ

Kisangani）という町の名によって椋民地史上にその名を

とどめていたkうに，フランスの丙ア7 リカ椀民地化の

過程においては．パンジエールの踏査旅行の果たした功

績がフランスにおいて高く評価されてヤたことの証左で

ある。そしてその探険の記録が，ここに紹介する『商ア

フリカ紀行』である。原題を直訳すれば「コジエール川

からギ二ア湾までー…コング国，モシを経由してーJ
(Du Niger au Golfe de Guinee par le pays de 

Kong et le li!ossi）であるが，ここでは簡単化のために

『西アフリカ紀行』と呼んでおく。

本書は，B5版，全2巻，第1巻509ベージ，第2巻416ぺ

はら ぐち

原 口 武 彦

ージからなる大著である。全体の構成は，一応，旅行記

風の体裁をもっているが，その内容の素材的な価値もさ

ることながら，著者の鋭い観察眼，見聞の詳細で正確な

記述によって，一個の研究書といってよい風格をそなえ

ている。事実，近年出版されている旧仏領西アフリカの

いわゆる伝統的社会，あるいは19世紀末の植民地化前後

の状況に関する研究書で，本書の名がその文献リストに

のっていないものは皆無といってよい。商アフリカ史研

究にとって欠くことのできない慕本的文献のーっとなっ

ている。また本書には総計176枚の木版爾の掃絵がとこ

ろどころに挿入され叙述を補っている。きわめて精級で

写実的な1色刷りのこの木版画は，それ自体，当時のこ

の地域の状況を知る上で貴重な資料となっている。リュ

(Riou）氏の作品であると記されているだけで，そのリュ

氏がどのような人物で著者ノ主ンジエールとどのような関

係にあったのかということについては明らかでない。

なおこの審物は日本では私の知るかぎり天理大学図書

館にl部所蔵されているだけである。アジア経済研究所

には，全2巻の本書の内容を 144ページにまとめて1891

年， LeTour du Monde誌に掲載されたもののマイク

ロ・フィッシュが保管されている。本稿執筆に際しては，

天理大学図書館所蔵のものを利用させていただいた。こ

こにあらかじめ記して謝意としたい。

E 本書の構成

本書は16の主主と「結論Jからなる本文（第1巻は第9

章まで〉と， 「付録」として踏査地域の地形，気候，動

植物相に関するデーター，踏査隊の組織，経費の明細，

ソンガイ王国の国王の系図など五つの資料が，パンジェ

－，レ自身が作成した90万分の1の西アフリカ地図ととも

に付されている。
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との地図には，パンジエ｝ルが踏査したルートが書き

入れられているが，それを縮小，簡単化したものが第1

闘である。当時，すでにダカールからハマコまでのルー

トは，フランスの支配下に入りていたから，本来の意味

でパンジエ｝ノレが踏査したルートは，パマコを起点とし

東方に向かいコング（Kong）に逮L，そこからオート・

ボルタのヲガドウグウまで北進し，再び南下してロLグ

でコート・ジボワーノレのグラン・パ、ソサムから密林地帯

を通過して北上してきたトレッシュ・ラプレン（Treich-

Laplane）の一行と合流し南下してグラン・パッサムにL、

たるまでである。パンジエールがこの踏査旅行に要した

日数は，ボルドー港出発が1887年2月20日のことであり

任務を完了してマルセーユ港に帰着したのが1889年5月

11日であったというから，実に2年3カ月におよぶ大踏

査旅行であったわけである。

本書はこの長期の大踏査旅行の見聞を大体，パンジz
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一ルの旅；艇に沿って旅行記風に綴っている。 16の章には

章ごとのタイトルはないが，その内容については「目次」

と各章の冒頭に「調査の目的」，「コング到着」といった

ような小みだしが癒列して示されている。それらは，第

1章の冒頭が「調査の目的」で始まり，第16主主の末尾は

「フランスへの帰国」をもって終わヮている。

本稿では紙数の関係もあり，第2巻に関する紹介はりIJ

の機会に譲り，第1巻－に｜痕りその中かん， 「踏盗旅行の

目的・出発」と「ウオロゼブゲ（Ouorosehougou）村J,

「サモリ帝国」、「コンゲ国jの三つの地託：的主題に関す

る部分を要約，紹介することにする。

皿内容の紹介（第1巻）

1. 踏査旅行の目的・出発

「ヨーロッパの列強のすべてが，アフリカ大陸を手中
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に収めようとねらっており，毎Hのように，アフリカ大

陸におきた種々の出来事についての話が伝えられている

ときに，仏領セネガル，仏領スーダン（引用者校一一現

f］：：のマリ国）にすでに2／交にわたって滞在した経験をも
っi人の陸戦隊土山’（uno自cierd'Jnfanterie）にとっ

て，ヨーロッバ諸国のアフリカi'i領に無関心でいること，
そしてそれに心を鋭！かすことなくそれらのことを記録す

ることだけで満足しているということは，困難なことで

あったろう。

フランスはこの大陸においてはもともと仙の列強に先

んじていたのである。それらの競争相手に追い越されて

はならない。J(p. 1）。

本書の冒頭は以上のような書き出しで始まってb、る。

当時の西アフリカは治岸部に関しては，ヨーロッパ列強

の勢力圏はすでにほぼ確定していたが，内陸部に関して

はヨーロッバ人にとっては前人未踏の地域が多く，不確

定な要素が大きかった。ベルリン会議i直後のヨ｝ロツパ

という時代的雰閤気の中で，この前人未踏の地域探険の

夢が野心に満ちた若き海軍士官の胸中に‘はぐくまれて

いったのはごく当然のことといえよう。このパ〉ジェー

／レの夢が現実にかなえられる直接の契機となったのは，

パンジエールがフェデルブ（Faideherb）将踏の部下とし

て配属されたことであった。との著名tc，かつてのセネ

ガル総督ブヱヂルプは， パシシコーールの，li"lffiiを知りt勇気

づけた。そLてこのフェデル7・＇の推単に上り，パ〉ジ】 r

｝／レは「ニジ Eール川智曲地域の地E型的踏査」と I仏領

スーダンの諸某地をギニア湾に連結させるという政治的

任務Jを当時の外務大臣ブルーランス（Flourer:s）より

命じられる。 1886年末のことであった。

早速，出発の準備にとりかかったパンジエールは顎月7

年2月20日にはすでにボルドー港を出発している。 2月

28日，グカール港到着，ただちに汽車でサン・ルイ（Saint・

Louis）まで行き，そこから小船に曳かせた平底船でセネ

ガル川をのぼけ 4Ji 10日，パケノレ（Bake］）に到幸子する。

ことにはパケル宿区のフランス軍基地があり，ここでパ

ンジエールは‘ 18llf(のロパを土地の商人か九武器とギ

下布地位］）とどNHこ凋遣する。rr干の人足も緩い入れる。
4月21日，パケルを出発，陸路， メデ fン（Medine）、

ケイエ（Kayes）を続て日月21日にパマコに到着する。ボ

ルドー港出発からここまでですでに4カ月を要したわけ

である。

ケイエでは，仏領スーダンの最高指令T九二ガリエニ

(Gallieni）中佐の出迎えをうけ，ここでパンジエールは

踏査旅行に役立たせるため2種領の紹介状を問中佐から

もらう。

そのうちの一つは，当時，パンジエールが踏査する予

定の地域一円に勢力を有していたサモリ（後述〉宛にア

ラビア語で香かれたものである。

「この書簡の携行者は，コングおよびその近隣の諸国

一一それらの国ぐにについては，あなたはペロ（Peroの
大尉に多くの情報を提供したーーを訪問するために，フ

ランスの大首長 (legrand chef de Franc;ais）によって

派遣されたフランス軍士官である。

パンジエール氏は，この土地の産物を研究し，わが国

の商人たちがコングとその近隣の諸国の住民と交易する

ためにパマコにどのような商品をもってくるべきかを検

i付する任務を帯びてU、る。……J(p. 9) 

他の一つは「ニジエール川対岸に存在するすべての国

ぐにの王（rois），首長（chef)」に宛てたものである。

「あなたを訪問したものは， 1人の友人である。彼は，

和平と親善のための話し合いしか行なわない。フランス

がニジエール川岸のパマコに商館を開設したことは，あ

なたもご存知のことであろう。われわれは，あなたがた

と知りあいになり友好的な通商関係をとりかわしたいと

いうわれわれの希望をあなたがたに伝えるために，あな

たのもとに使節を派遣しようと決意した。

パケルからパ7 コにいたる全地域のフランス人首長で

ある私は，あなたを訪問しようとしているパンジエール

中尉をここに紹介する。……J(p. 9) 

（イ）ノξ マコ

6月2113，パマコに到着したパンジエールは，ここで

いよいよこれから始まる本格的な踏査旅行の最終的な装

備を整える。

パンジエールの踏査隊は，パンジエーノレを含めて14

人，ろば18頭でパンジェーJレ以外はすべてアフリカ人で

あヮた。その内訳は，ろばひき10人，コック l人，馬丁兼

召使ヤ1人，それにかつてパンジエールが仏領ス｝グン

に滞在してヤたときの召使いだったディアウエ（Diawe)

が，随員頭格で加わった。 J馬丁兼召使いのムサ・ディア

ワラ（Mou,;;aDiawara）も，かつてパンジエールが使っ

ていた馬丁であった。コックとディアワエ，ディアワラ

の3人は猟銃などを携行していたが， 10人のろばひきは

全く武装していなかった（p.29）。

パンジエールは，最終的に踏査ルートを決定するため

に，バマコ滞在中にニジエール川右岸の諸国についての

情報を可能なかぎり収集する。それらによると，
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1) セグ（S品gou）のサノレタン， アフマドウ（Ahma-

dou）は，ガリエニ中佐との間に保護領条約を締結した。

アフマドウの息子マダネ（Madan品）は，セグ一一シコロ

聞を支配しており，かつてのセグーの主，アリ・ディア

ラ（AliDiara）の兄弟カラモコ・ディアラ（Karamokho

Diara）の率U、るパンパラ族軍と戦欄状態にある。

2) 同様にサモリも自己の支配下にある諸国（Etats）を

フランスの保護のもとにおくことをとりきめた条約に調

印した。サモリとその兄弟たち，そしてサモりの息子力

ラモコ（Karamokho）は，パゴ、エ（Bago岳）川右岸のケネ

ドウグウ（Kenedougou）およびガナドウグウ（Ganado-

ugou）の首長ティエパ（Ti品a）と戦闘状態にある。

このような情報からパンジエールはつぎのような結論

をくだす。

すなわちフランスは，これまでセグーのトウクルール

(Toucouleur〕族に対して常にパンパラ側を支持してき

たので，フランスが彼らの敵であるトウクルール朕：，つ

まりアブマドウと条約を締結したことを知れは、，パンパ

ラ族は自分の通行を拒否するかもしれない。他方， 庁モ

リとフランスは現在のところきわめて友好的な関係にあ

る（pp.10～11）。

以上の上うな情勢分析にもとづいてパンジエ司ルは．

サモリの支配地域を通過してコングに到達するルートを

選ぶことに決定する。しかし，のちに述べみようにこの

ルートによる踏査旅行は，サモリのあいまいな態度のた

めに期待したほど円滑に進行せず，パマコの南約90キロ

メートルのウオロゼブグ（Ouolos品ougou）でパンジエ

ールは足どめされ， 1皮，パマコにひき返さざるをえな

いはめに陥る。

（寸パ7 コ出発，ニジエール川渡河

パマコ到着から10日目の6月30日早朝，パンジエール

一行は，パマコを出発しカヌーに分乗してエジエールJII

を渡った。

カヌーは，マホガニー材製，全長9～10メートル，積

載量は1000キログラムぐらいのものであった。ろばは，

l隻に3頭ずつli!li:に人夫を 1人ずつつけて乗せた。こ

の季節，川幅は750メートルで流れが早く渡河に要する

時間は15分ぐらいであった。各カヌーには，自1l1先と鰯に

それぞれl人ずつ2人の船頭がのりこみ，爪併と樫でカ

ヌーを操る。渡河に対しては，ソモノ（Somono）族（注21

の首長が，荷を積んだろば1頭につき， 2フラン50，：術

を積んだ牛については1頭につき5フランの通行料を徴

収する。人聞は無料であるa v、ずれも貝貨（cauri田）で
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支払うことができる。この収入は以下のように分間され

る。パマコの首長ティティ（Titi）が3分のl，ソモノ旅

首長とカヌーの戸庁有者が3分の l，残りの3分の lはゾ

モノ族全体の収入とされる。パンジエールは，ヨーロツ

パ人であるということで通行税を免除されたが，カヌー

の船頭たちに10フラン（注3）の心づけを与えたとパンジエ

ールは記している（p.B）。

2. 地誌

(I} ウオロゼブグ十l

（イ） ウオロゼプ夕、村到着

ニジエール川を渡ったノ〈ンジ L ールー叫行は南進して 7

Jl 5 11には，パマコからが.190キロメートルのウオロゼー／

グ村に到着した。パンジエールは，すでに彼の到来を

予知していたサモリの代官ドウグウクナシギ（<lougou-

kounasigui）であるフネ・マムル（Foun岳Mamurou）の

出迎えをうける。彼は， γ リンケ族の出身であ4 た。パ

ンジ 3 ールの宿泊所として提供された小E豆（case）のーー角

には， 14戸の小屋があったがそこにはわずか6人が2!'' 

に住んでし、るだけで， 12戸ーの小屋は無人かあるヤはすで

に廃家の上うな状態になョ Jていた。この村にくる途中で

も．パシνエールは廃j痕と化した数多くの村々（そのす』
をあげているものだけで10カ村をこえる）を通過してい

る。現存する村与もかなり荒廃してヤるさまが描かれて

レる。パンジエールによれば，この地方はサモリの侵略

をうけ，その支配下に入ってから6分の5の住民が難を

のがれてこの地を去ったという（p.19）。

サモリに関係するパンジエールのこのような記述は，

のちにみるようにパンジエールがサモリに対して好感を

もっていなかっただけに，ある程度，湖l引きして理解す

ることが必要であるかもしれないが，しかしサモPの侵

略tこよってこの地方が当時かなり荒廃した状態にあった

ことは事実のようである。

パンジエールはウオロゼブグ村に到着してまもなくこ

の地方の4人の有力者の訪問をうける。

第 lに， カリ・シディペ（KaliSirlihe）。彼はブラパ

(Furaba）.ティアカ（Tiaka）の首長であり，この地方を

支西日している。

第2は，ムピイエプグラ（Mpiebougoula）の首長，ブ

ァギンムパ（Faguimba）。彼はサモリの妻のl人の親族

で，サモリの息子カラモコが渡仏したとき，サン・ルイ

まで彼に随行したという。

第3は，セグーのトウクルール族のシエリフ（cherif)

「アラビア語の読みF書きが少々できることによってjこ
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の地方でほ賢人とみなされている。

長後に，テンゲレ（Tenguele）のアノレ7 ミ（almamy)

（住4），かつてはワスノレ（ouassoulu）を支配していた。

パンジ工与バレは，彼らとの会見の模様をその場前iを柑I

いた伸絵をそえて次のように，i'L.¥し亡し、る。

r・ ,1リは，馬に来り小ギγ11ソプでや.., ・cきた。彼の乗
馬ぶりはみごとであ，Bた。彼の馬f;t,J、さか v》たが活力に

満ちていた。 i砲のうしろには26人の歩兵隊がl隊伍企とと
のえず－ －団となって定〆，てきた。彼らは左併に銃をかつ

ぎ，手には食I］をも.，ていた。カリは，干1（ベンジヱ－11..-）の

前までくると突如として潟をとめ，貧11を天商く悲しj二げ

た。彼の24人の兵士が，猛獣のような叫び｝討をあげて空

に向けて礼砲を打・った。彼らは， 1人だけギネ布地のズ

ボンを着用している宥がいたが， i也の者iまエ剛院を着てい

なかった。幾人かの背は万を赤い羊毛の綱でつるしてい

た。彼らはかつては白かったであろうが，今はうす汚れ

たドロケ（Doroke)Cit 5 lをまとい，頭にはさまざまな色

と形のずさんをかぶっていた。中にはずきんをかぶって

いない者もいたが，それらの者は独特な髪型をしていた。

サモリの兵士‘グリオ(ll:6），捕場たちはすべて次のよう

な髪型をしていた。頭の頂点のとごろだけ残して前頭部

を剃りあげ，その］頁点はおまもりをつけて飾る。頭の両

側lとうなじには剃り残した髪で房をつくり，これで正規

の髪型は完成する。

これらの兵士の中には， 15-16歳の少年たちがし、fこ。

彼らの多数を占めていたといってよいだろう。結局，私

が見たものは，一種の徒党（bande）であった。しかし，

彼らは，女・子供を恐怖させ，無防備の男たちを捕虜に

するには十分であったろう。J(p. 20）。

一通りの儀式が終わると，人びとはカリをとり阻んで

半円型に腰をおろしカリとパンジエールの会談が始ま

る。カリは，パンジエールが単司虫で医師も伴わずに旅行

していることを知リ驚く。パンジエールは，カリに自分

の旅行の主rt'を説明し，サモリ宛の紹介状を持参してν

ること，そしてこの紹介状をできるだけ早くサモリのも

とに届け，自分自身はテヌトウ（T品netou）までさらに

前進し，そこで千モリからの返事を待ちたい旨を伝える。

カリらは， 30分ばかり庖をはずして協議したのちもどっ

てきって，パンジエールからサモリ宛の紹介状を受け取

h シェリフに読ませる。彼は，そのった面を転写したの

ち，封筒にもどしパンジエールの目の前で飛脚にそれを

手渡した。そしてカリはパンジェーノレにテヌトウに向け

て出発せず，遅くとも20日あればもど円てくるであろう

サモリからの返事を，このワオロゼプグ村に滞在して待

つように要請する。これを聞いて，パンジエールは自分

がすでに軟禁状態におとし入れられているものと感じ，

この要請を受け入れる。

結五ふサモリからの返事は， 1カ月を経てもパンジエ

ールのもとに届かず，彼はいったんパマコに引き返すこ

とにfιるのだが，この1カ月あまりのウオロゼブグ村滞

夜会無為に過ごすことなく．この地での見聞を詳細に記

録してャる。

(,,) ウオロゼブグ村の住民

ウオロゼプグ村は，相互に1キロメートルばかり離れ

た三つの集落，本来のウオロゼブグ，テヌトウプグノξ

(Tenetou bougoula），デピブグ（Daibibougou）の総称であ

る。これら三つの集落の人口は，それぞれ150人， 150人，

40人で計340人，住民はすべてパンパラ系サマンケ（Sa・

manke）人であった。このほかに，ここが南北の通商路

にあたり，市場があるために常時80人の商人と 120人の

摘虜が滞在していた。かつてはもっと栄えていたと思わ

れるが，パンジエールが訪れた時点では，これらの集落

は一様にみじめな様相を呈していた。とくにダビブグは

魔趨同様の状態でわずか3～4家挟40人しか住んでいな

かった。総じて5戸の小屋（case）に 1戸の割合しか人

が居住していなかった。道路も汚れていた。パンジエー

ルは，自分の宿泊のために提供された土づくりの小屋の

汚なきに閉口している。白いウジがいたるところにわい

ていた。このウジがわくのは，この土地には良質の粘土

が存在せず，村内の土を使用しているためであるという。

その土はすでに腐蝕しているからである。

住民の悲惨な状態を示すエピソードとして，パンジエ

ールは次のような経験を書きとめている。

ある日，召使いのl人がパンジエールに，自分の赤子

を溺死させた母親を目撃したと語った。パンジエールは，

そのことを信用できずフネ・マムル（この村に常駐するサ

モリの代官， lごウグウクナシギ，前出〉に会いに行き，彼

女がとがめられている罪を本当に犯したのかと尋ねる。

彼はパンジエールをその婦人が閉じこめられている小屋

に案内する。彼女はパンジエールにつぎのように諮った

という。 「私は食べる物がなく，手しもでない。私は子供

が飢え苦しんでいるのを見るのが耐えられなかった。そ

れはあまりの苦痛です。もし，人びとが私を殺さないな

ら，私も身投げしたい。」（p.26) 

付 ウオロゼプグの大市

ウオロゼブグ村には，毎日開かれる常設市と週1回金
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交換されていたとパンジエールは記している。

この地方では貝貨が流通し，価格の単位ともなってい

る。コリ（caurie）別個の単位を1ケメ（kるm佐）といい，

80：＞コリすなわち10ケメを1パ（ba）という。 2パすなわ

ち16附コリが銀貨5フランで交換される。当時のフラン

の貨幣価f1u：：主，今日のフランのおよそ2～3倍として，

当時の1フラ〉は邦貨換算140～210円といったところだ

ろうか。とすると米は2.5リットルで350～525円とか

なり高い。とくに塩が1キログラムあたり 3.1フランキ

420～630円ときわめて高価な商品であったことが知られ

る。事実，この塩塊は貝貨と同様に貨幣単位として用い

られていた（pp.27～28）。

件） 商人の種類

バンジエールは，このスーダン地方で活動している商

人たちの種類について次のように述べている。

1) 一時的な商人

職業的な商人ではない。婚資をかせぐため，自分の土

地を耕作させる人間を雇用する資金を得るため，あるい

曜日に開かれる大市があった。テヌトウブ？グ村には小さ

な常設市があり，馬の取引きが行なわれていた。

パンジエールは，ウオロゼプグ村の大市の際，そこに

展示されている商品の量と価格を詳細に記録している。

それによると，上表のような商品が売られていた。

これらの商品のうち，小物はよく売れセ（c品）油（注7),

コーラの実などは大部分，その日のうちに売れてしまう。

しかし家蓄類・ろば，銃，布地などは， 1日2～3頭の

家蓄，銃1丁，ギネ綿布数反が売れる程度である。

小家蓄はセグーから運ばれてくる。牛・ろばは運搬用

で，やり〈りに窮した商人たちが売りに出す。銃はいず

れもベノレギー製で，安手の白キャラコとともにシエラ・

レオン経由でこの地に流入してくる。藍染めギネ布地だ

けが，メデイン経由で入ってくる。馬と塩は，北部のベ

レドウグ（B品leclougou），ノ〈ナムパ（Banamba), トウパ

(Touba），ソコロ（Sokolo），ゴムブ（Gombou）から，バ

マコを経てこの地に入ってくる。馬の買手は，サモリ'.Ji[

だけでありテヌトウブグラ村の市場で，捕虜8～9人と
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は自分の村で安楽な生活を送るために，その必要が生じ

たとき2～3問，行商の旅にでるだけである。取り扱う

商品も塩，ギネ布地，コー弓の実などに限られている。

2) ココロコ（kokoroko)

彼らl:l--ti占にワス；t,(Ouassoulou）あるいはウオロコ

ロ（（)uorocoro）のヌム（noumou＝鍛治屋）である。陶

措. ＋：事品111111，鉄製品，t:f!II，＼／，を製作しそれを貝貨と交換に

売ることかれ始める。かつて彼んはケ：土工ララ（keniel-

ala=f貞子Tf'；－）の役割も果たしていたとレわれる。彼らは

数千の貝貨（8000として25フラン，今日の邦貨に換算し

て5000円くらいのものか？）を蓄積すると．コーラの市

場一一サカラ（Sakhala），カニ（Kani），チンチ（Tente)

など一一ーに赴きコーラの実を仕入れ，そこから300～400

キロメートル北にある市場一一主にこのウオロゼプグ，

テヌトウ，カンガレ（Kangar己），コナ（Kona）など ー

までそれを運び，そこでわずかな利幅で塩と交換に売

る。そしてその塩を頭上にのせて再び、コー弓の市場まで

運ぶ。

彼らは専門的な商人だが，次に述べるディウラ（Diou・

la），と呼ばれるコング地方を中心に活動しているマンヂ

(Mancle）系の商人ほど活動的ではない。ココロコという

と，大きな取引を行なうことのない貧しい商人の姿が思

い浮かぶという。

3) 次に本格的な商人がいる。 l年のうち7～8カ

月，旅をしていることをいとわなU、。マンデ族ではデ、イ

ウラ，ノ＼ウサ（Haussa），ダゴムバ（Dagonba）族ではマ

ラパ（marraba）と呼ばれている商人たちである。この穫

の商人は，長期の大旅行をし，各地の二E，首長らを相手

に，戦争捕虜と交換に武器，主量食などを売る。そしてと

きには，沿岸まで出かけて，あるいはメディンに開設さ

れているフランスの商館で買い求めた美しい布地などの

高価な物品を王や首長に贈る。彼らは各地に棄をもって

いる。そしてある者は，ジェンネ（Djenne），セグー（Se-

gou），パナンパ（Banamba），ブラ（Bia），ゴング（Kong)

のような交易中心地に本拠をおき，有力な商人になる。

ウオロドゥグ（Ouorodougou）に本拠をおきコーラの取

り引きを独占している者もいる。しかしすべてがこのよ

うな成功者というわけでなく前記のココロコと同じよう

に，頭上に商品をのせて行商しているものも多い。ただ

し，彼らはココロコのように塩，コーラの実などに特化

していることはなヤ。

4) 最後にモール人商人がいる。フランス領内にいる

モール人商人の場合はほとんど自分が旅に出ることはな

い。ゼグ，ナミナ（Namina），パマコなどに店をもち，

商売は自分の奴隷たちにまかせて，自分は安楽に暮らし

ている。ベレドウグ（Beledougou），カアルタ（Kaarta)

の北部に，本拠をおいているものの場合には事情が異な

り， nらティシイト（Tichit)C注8）まで塩を仕入れに行
き，あるいは捕虜を売るためにはるかモロツコまで旅を

することもある（pp.30～32）。

［ホ）護送隊

パンジエールがウオロゼフeグに滞在してサモリの返事

を待叶ているとき，サモリは，ウオロゼプグ村の東方約

300キロメートルの地点にあるシカソ（Sik部 ω）の戦場

で，ティエパ族と交戦中であった。このサモリ軍のため

に糧食を運ぶ護送隊が，たまたまパンジエールが滞在中

にウオロゼブグ村を通過した。

パンジエールの記録によれば，その護送隊は62人の荷

役人夫からなり，ブグラ（Bougoulめから，シカソに向

かう途次にあった。護送隊には，女，子供も含まれてい

た。彼らが運んでいる荷の中味は次のようなものであっ

た。

1) ミレット52フフ（foufou＝樹皮の繊維で編んだか

ご，中に大きな棄をしいて中味がこtまれないように

しである。 1個にミレツト約10～15キログラム）計

約800キログラム

2〕 米， 9フフ計約100キログラム

3) nett品（注9)2コ25キログラム

4) 火薬， 3J.：＇ウンドウン（ doundoun)900キログラ

ム（注10)

ドウンドウンというのは，パンパラ製の火薬をつめる

木製の容器で8～10キログラムの火薬を入れることがで

きる。これらの荷とは別に，荷役人夫たちは， 3-4キ

ログラムのとうもろこしの入った袋をもっている。それ

は，往復25～30日を要ナるプグラからシカソまでの旅の

途中の自分たちの食糧であった。このような護送隊を組

織し派遣する世話をやくのは，各地に駐在しているサモ

リの代官，ドウグウクナシイギィ（dougoukoun箇 iguわで

ある（p.33）。

付パマコ帰還

以上にその一部を紹介したような見聞を続けながらパ

ンジエールは，ワオロゼブグ村に滞在してサモリの返事

がくるのを待っていたがいっこうにその気配がない。

7月22日（パンジエールのウオロゼブグ村滞在17日目），

たまたま盗人の処刑に立ち合うためファラノ切込らやって

きたカリに会い，サモリからの返事について，パンジェ
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-Jレは聞いただす。間もなく到着するだろうというカリ

をさらに諮問すると，とんどは「パゴエ川の水量が増加

しており，飛脚の馬がワニに喰われた。」と答える。結

局，その答えは要領を得ず，やむをえずパンジエールは

なお数日，待つことにする。

7月27日，パンジエールの料理人，ムサが，戦場から

馬を買うためにもどってきたサモリの兵士がドウグウク

ナシギとソリ（Sory)（注IL)に対して次のような話をして

いるのを盗み聞きしてくる。

「（シカソでは）毎日のように戦闘が続いている。多く

の人びとが餓死している。しかし，それも今や終わり，

雨期が終わるまでにはティエパに勝つだろう。われわれ

はまた，この村に白人が滞在していることを知った。サ

モリは，この固で彼に会うことを望んでいない。……」

(p. 40) 

この日からドウグウクナシギのフネ・マムルとソリの

パンゾエールに対する態度が「無関心からほぼ敵対とい

って上いものに変わったJ。夜にはパンジエールの脱出

を警戒して彼の宿舎のまわりに見張りが置かれるように

なる。パンジエールの部下たちも不安を感ずるようにな

る。人足頭のディアウエは「われわれば1日も早くここ

を立ち去るべきである。でないとみな殺されてしまう。」

と訴える。

このような緊迫した状況におかれているとき，パンジ

エールは1人のココロコ（小商人目一一前出〕が数日前か

らパンジエールの小屋を足しげく訪れるようになったこ

とに気づく。このココロコは，ケニエララ（占い師一一一

前出〉もかねていた。パンジエールは，このココロコが

パンジエールに，何かを告げようとしていることに気づ

き，彼に占いを依頼する。彼の小屋に入ると，ココロコ

はまずケニエ（K白ie＝砂，占いに用いる）によって告げ
られることを口外しないことをパンジエールに約束させ

る。

砂とコーラの突を操ってココロコはパンジエールの米

来を占いはじめる。そこでパンジエールに告げられたの

は，次のようなことであった。

「サモリは手紙を1週間後には受け取った。彼は，お

前がシカソに来ることを望んでいなャが，かといって白

人を不快にさせることも欲していなU、。そこでサモリは

あなたを待たせておくようにと答えた。おそらくしばら

くすれば，彼はあなたの通行を許すだろうJ。バマコに引

き返すことについては， 「白人が出発したのち，もう 1

人の飛脚が到着するだろう。しかしあなたは出発すべき
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であるJ(p. 42）。

かくして，パンジエールはパマコにいったんひき返す

決意をし，カリにそのととを告げ同意を求める。だが交

渉はなかなからちがあかない。そこでパンジヱーノレは，

一方的に次のように賞合して別れる。 「私は，明朝， tl.l

発するととをあなたに通告する。もしあなたがそれに同

；意できないというなら，あなたは私に銃の引き金をひか

せることになろうJ(p. 43）。 1時間後，カリは戻ってき

てパンジエールに告げる。 「あなたはそんなことをしな

いでよい。私はあなたの友人であることを示すために，

マカナ（Makh阻めまで馬であなたに同行しよう。そし

てサモリからの返事が到着したら，私が自分でその手紙

をパマコのあなたのもとに届けに行くだろう」（p.44）。

結局，パンジエールは8月10日早朝，ウオロゼブグを

出発， 15日朝には無事，パマコに帰りつく。ウオロゼブ

グには1カ月あまり滞在していたわけである（pp.43～ 

44）。

パンジエールの通行許可をめぐるパンジエールとサモ

リ側の交渉の経過の記述は，パンジェーJレが交渉の一方

の当事者だけに客観性を欠くおそれがあるが，それでも

終局的な段階ではかなり緊迫した状況の中で，わずか90

キロメートルのパマコにはフランス軍が駐屯していると

はいえ，パンジエールの強気な交渉は，彼の非凡な政治

カを示しているものといえよう。またその過程でのケニ

エララの果たした役割は興味深いものがある。おそらく

ケニエララの預言は，サモリ側が用意した一つの外交手

段であったのではなかろうか。そしてパンジエールもそ

のことにある程度，気づいていたようでもある。そのよ

うな相手側の方法をEしく理解しえたことも，パンジエ

ールのすぐれた外交的資質を示すものであったといえよ

フ。

（ゆサモリの返書

パンジエールがパマコに帰着してまもなく，それを追

いかけるようにサモリ軍の1兵士がサモリの返書を携え

てパマコに到着した。アラピア穏で書かれた返書の内容

は，およそつぎのようなものであった。 「私は，パマコ

から来た~·－キリスト教徒が私に会見することを要請して

いることを知ゥた。もちろん，私の意志は彼の友人であ

ることである。私は彼の話を聞きたいのでシカソの陣地

まで来てもらいたい。道は彼に開放されており，人びと

は彼が私に会いに来るのを援助するだろう。私は，喜び

に満ちあふれでいる。なぜならわれわれとフランス人の

聞には深い友情が存在するからであり，私はわれわれの

... 



’一一一一－・・－－一一一資
同盟に満足している……」 (p.45）。

他方のセグ経由のノレートは，ベレドウグがセグのトウ

クルール族と交戦状態にあり，情勢はかんばしくないの

を知ったパンジエールは，この通行許可の返書が到着す

ると，早速支たli,J仁ル－－－卜でシカソに［i,Jかうことに決定

ずる．

9月3H，再び二ジヱーlレ川を渡り 8Hにはウオロゼ

ブグに到着する。住民の応待は，白li削よりもはるかに友

好的であったという。

12) サモリ帝国（住12)

｛イ）サモりどの会見

ペンジエールは， 1887年9月2613，シカソのサモリ軍

の陣地に到着し，サモリ・トウレ（SamoryToure）に会

見している。そのときのサモリの印象を，パンジ 1 ール

は次のように言己している。

「サモリは田歳ぐらいの堂々とした体駆の端正な顔立

ちの男であった。その表情はけわしく，この人種の人に

しては珍しく鼻が細く長く，それが全体に繊細な印象を

与えている。彼の自は落ち着かずたえず動き，話相手を

まともに見ていないこをが多い。人が讃辞を述べている

ときは注意深く耳を傾げているが，自分がはっきり答え

たくないような質問には，うわの空で無関心を装う。彼

は能弁であり，必要があれば熱烈な説得的な弁舌を振う

能力を持っているように思われる。

彼の息子（カヲモコ〉が彼のためにパリから持ち帰っ

た育と白の縞の綿のハンモツクの上に坐り，手のひらが

瀬病 (ladre）におかされている手に木の切れはし一一パ

ンパラ語でニエンドシラ（niendossila），またはングオッ

セ（ngosse），ワロフ穏でソチウ（sotiou）と呼んでいるも

のーーを持ち歯をみがいていた。

彼は葵の花模様を施した粗悪品のドロケ（doroke＝ア

ラブ人の着るだぶだぶの上衣）をまとい，ヨーロツバ製の

赤黒の縞の綿布で作った現地風のズボンを履いていた。

顔の色より明るいチョコレート色の手足には，セ製のベ

ターを虫食っていた。足には赤皮の現地風のパブウシュ

(babouche＝トルコ・スリツノ｛）を履いていた。

頭には，歩兵隊の赤色のシェシア帽をかぶり，そのま

わりから口元にかけて黒い顔のまわりを薄い白色のター

パンでおおっていた。両肩には，安手のハイク（haik==
アラブ人女性が着物の上にまとう布〉を無造作にかけて

いた」（p.89）。

（吟サモリ軍

パンジ :r＿－；レは，サモリ軍の陣地にわずかのべ5Fl問，

料啄『

滞在しただけであったが一一サモリは敵にフランス寧の

援護があることを印象づけるために，しばらくパンジエ

ールがサモリの陣地に滞在するようにひきとめたが，パ

ンジエールはとれを固辞した一一，その問にサモリの陣

地内をくまなく観察し，その見聞を記録している。

サモ I｝：軍の陣地は，シカソの両方，約2キロメートル

の地点にあり，シカソに商して南北に長くー列に．大小

11伺のディアサ（《Ii出回＝陣屋）が配置されていた。パン’

ジエールの推計によれば，サモリ軍の兵力は約日的Q（注13),

その内訳は次のとおりである。

大ディアサ（兵力6000人）×7

小ディアサ（兵力100人） X4 

哨戒所

人

人

人

ωω
印

刷
悩

4

サモリの近衛兵 印人

計 4700人

このうち，騎兵はサモリや，隊長たちを含めて 140人

であった。この約5000人の兵士のほかに，各ディアサに

はこれとほぼ同数の非戦闘要員一一女，子供，奴隷，鍛

冶&1・ などが滞在していた。

パンジエールはサモリ軍の装備についても点検し，こ

の軍隊が必要とする火薬を調達するために，サモ lJは毎

月，約800人の捕虜を売らなければならなかったろうと

推計している。しかし，これはパンジエールの計算違い

で，彼の推il十方法によれば帥人になるはずである。すな

わち，パンジェーノレは田∞人の兵士が週に5発，弾を打

つとして週2万5（削発，週1(削キログラムの火薬を必要

とすると記Lているが，それでは1発に火薬0.04キログ

ラム，すなわち40グラムを装填することになり，黒色火

薬であったにしても多すぎる。これはおそらく 4グラム

の間違いではなかろうか。この数字を基礎に計算すると

週100キログラム，サモリがテイエパ軍と戦闘を続けて

いた18カ月間に，少なくとも7200キログラムの火薬を消

費したことになる。この火薬を調達するためにサモリが

提供しうるものは奴隷しかなく，当時，奴隷1人の相場

は火薬4～6キログラム（子供の場合は2～3キログラ

ム〕であったというから， 1人5キログラムとしてサモ

リは18カ月間で，それでも実に1440人〈パンジエールは

1万4必O人と書いている〕， 1カ月平均80人の奴隷を売！？

渡さねばならなかったということである。そのほかに，

ザモリ軍は150頭の馬を常備していたが，この馬の購入

にも大量の奴隷を必要とした。当時，馬はもっとも安い

相場でも奴隷8人であったという（pp.97～100）。

十モリ軍Iこは隊編成の明確な原理はなく，兵士の位階
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も必ずしも明確に定められてはいなかったが，次のよう

な兵士の範鳴が存在していたとパンジエールは述べてヤ

る。

I) ピ弓コロ（bilakoro）～ー初年兵，幼年兵のこと

で. ＞＇＜服のスボンも着用していない。

~) ケルシ・，a （ギ（Kourousitigui) ビラコロにJt

較し’て壮年の城崎？の兵1のこと1 ·Jl~t(tlJに兵役にH民 L

・c し.るもので織業的，専門的な軍人ではない。

:I) ソファ（Sofa）ー数回の戦闘を経験したビラコロ

は，ソフ rになりス、ボンさと着用するようになる。サモリ

の信任を得れば．村々の駐屯隊長になる場合もある。た

まにドウゲウクナシギ（《lougoukounasiguii'lfHJ ＼）として，

地方n政を委ねむれることもあるのソファとはもともと
は，馬丁の意味であった。

4) ソファコング（Sofakon日）叩日』ソファの長のこと

で，とくに戦功のあったソファは，その報酬としてケレ

ティギ（後述）から若干名の兵士をまかされ，指帰をと

るようになる。

5〕 ケレティギ（K己letigui）または，コンティギ（Konti-

gui）一一ケレチィギは平時には一定の領土の統治にあた

り，戦時には領内の兵士を動員して戦場に赴く。シカソ

の陣地の各陣屋の長は，このケレティギ，またはコンテ

ィギであった。その中にはサモリの兄梯，息、子たちも合

まれていた（pp.103～104）。

隊によっては隊旗を有している部隊もあったが，それ

はキャラコの布を竹竿に結びつけただけの簡単なもので

行進の目印にすぎなかったという。パンジエールにいわ

せれば「この地方の黒人は，その旗に対して文明人のよ

うに名誉心をもつことはなく，その旗のために命を投ず

るようなことは決してなかった」（p.104）ということに

なる。

付サモリの生い立ちとサモリ帝国の形成

パンジエールは，サモリ帝国の形成史についてベロ中

尉（Peroz）が1887年，サモリと保護領条約（批殺されず）

を締結した際に聴取したサモリ側の公式的な見解にもと

づく報告白14）を，独自に収集した情報にもとづU、て補lE

し，大要，次のように述べている。

パンジエーノレによれば，サモリ・トウレは1835年頃，

現在のギニア共和国のカンカン市の南，約50キロメート

ルのところにあったビサンドウグ（Bissandougou）村・に

生まれ， 1860年までそこに住んでいた（注15）。彼の父は，

マンデ＝ディウラ人（注16）であり，マニニアン（Maninian)

からワスル（Ouassoulou）地方の諸市場にコーラの実を

74 

運ぶ貧しい行商人であった。母はマリンケ人であった。

この時代，この地方には周期的に戦争が起こり政情が不

安定であったが，その戦争でサモリと彼の母親は捕えら

れ，捕虜としてモディウレドウグ地方に送られる途中，

ウ寸 pコロ（Ouorocoro）でサモリだけが脱走に成功した。

、＇＼11.'j，.ウ寸ロ：Zp 地方はt:i1うなマラブ（marabout=＇（ス

ヲムの導士），ソリ・ fブラヒム（SariIbrahim）の支配

I'"にあったが，サモリはこのソリ・イフラヒムに目をか

けれれ，イスラム教育を受けた（ぺロ大尉によれば，サ

モりの母を捕えたのは，このソリ・イブラヒムであり，

サモリは母の釈放を求めて，ソリ・イブラヒムに仕える

ことになったとされている。これはのちに，サモリがソ

リ・ fブラヒムを攻撃することを間接的に正当化する糠

由となっている〉。

ソリ・イブラヒムはその後，数回にわたりモディウレ

ドヴグ，ガンクナ（Gankouna), トウコロ（Toukoro）な

どに遠征を試みたが，その都度，サモリはきわだった活

躍を示し，ソリ・イブラヒムは彼の功績に報いるため，

若干名の奴隷を彼に与えた。しかし，ある日，些細なこ

とからサモリは，イプラヒムの逆鱗にふれ，顔面を鞭で

打たれるという事件がおきる。これを機に，サモリはイ

ブラムの宮廷を去り，奴事案たちを連れて故郷のビサンド

ウグにもどった（1868年）。

ピサンドウグにもどったサモりは，首長ビティキエ・

スアネ（BitikieSouane）に直接っかえることはしなか

った。クォロコロから連れてきた奴隷を使って商業を営

み，たちまちピサンドウグ村の有力者の1人にのしあが

った。そして首長のスフネが死去したとき，サモリは当

然のごとく首長の座におさまった。これが1870年から71

年ぐらいにかけてのことであったという。

以後，サモリは破竹の勢いで勢力を拡大していく。ま

ず1873年，ピティキエ・スアネの未育で，ピサンドウグ

村の近郊を支配していたファモドウ（Famodou）がサモ

リに攻撃をしかけてくるが，これを撃退しファモドウを

捕え，村の広場で打ち首にする。この事件はサモりの勇

名を周辺地域に高めることになり，サモリのカを恐れて

周辺地域の村々はサモリに忠誠を誓うことになった。ま

たそれまでソリ・イブラヒムの勢力闘にあったコモ（Ko・

mo), トロング（Torong），コニア（Konia）なども，サ

モリの派遣した密使の策謀によって次々にイブラヒムか

ら離脱し，サモリに忠誠を誓うことになった。サナンコ

ロ（Sanancoro）だけが，サモリに屈服することを拒否

し，イブラヒム側にとどまった。サモりはこの小さな町



に攻撃をかけ， 6カ月かかってようやくこの町を占領し

た（1873年〕。以後，この町はサモリ帝国の首都・牙城と

なった。

ソリ・イブラヒムは南部においてカパドウグ（Kaba-

rlougou）閣と交戦中であったために，北部におけるこの

ようなサモリ ω勢力t広大の過位をなすがままにまかせて

いた。このことは，ソリ・イブワヒムがサモリと対決す

ることを恐れているものと現解され，＋モリの支持にま

わる中す々の数はさらに増加していった。

サモリ帝国の基礎を固める上で，決定的な意味をもっ

たのは，北部におけるカンカン・モリ（KankanMory), 

南部におけるソリ・イブラヒムと対決L，これを打倒し

たことであった。

カンカン・モリの父，カンカン・ 7ブマドウ（Kankan

Mahmadou）が，カンカンを中心に築き上げていた帝国

は，彼の死によって崩壊の危機に頻していた。その息子，

カンカン・モリは，サンカラン（Sankaran）との戦いに

サモリの援護を要請する。サモリは，カンカン・モリと

同捜して北方に勢力を拡大していくが，最後にはカンカ

ン・モリの離反を理由にこれを制圧してしまう。カンカ

ン陥落は1879年のことであった。

サナンコロがサモリに占領されてから4年目の1877年

になって，ょうやくソリ・イブラヒムはサモリに挑戦す

る。サモリが北方に遠征している機に乗じて，コニア地

方の奪還をめざして自分の2人の息子の指揮する軍隊を

派遣する。しかし彼らは敗退し， 2人の息子はピサンド

ウグで処刑される。 1879年から80年にかけて再び，ソト

イブラヒムはサモリがカンカン・モリと交戦中であるこ

とを利して南部から進撃するが再び敗退し，ソリ・イブ

ラヒムは逮捕され，終身禁固の:if!Jに処せられる。

カンカン・モリ，ソリ・イブラヒムを打倒したサモリ

は，この地域の支配権を独占するところとなり， 1880年

自らにエミール・エfレームメエン（EmirEl・Moumenin

＝信徒の指揮者）の称号を付した。

1880年代にいたり，サモリはますます勢力を拡大し，

83年にはニジエーJレ川を渡りパマコの南，わずか50キロ

メートルのシピ（Sibi）を占領L，ノミ7 コのフランス軍を

脅かすようになる。このときは，オヤコ（Oyako）のマリ

ゴ（marigot＝来無しJII)の戦闘で，ボルニ・デボルデ

(Borgnis-Des hordes）大佐の指揮するフランス軍に撃退

される。しかし， 1886年にはサモリ軍は再び北進し，フ

ランスの支配下に入っていたニアガソラ（Niaga関口la),

キタ（Kita）を舎かす。フアルキ（Farki），ンジンゴ

’資 料叫竺竺目白，

(Ndjingo）の戦闘でサモリ寧は再び敗退し，サモリはフ

ランスと和平を結ぶ意志を表明し，サモリの息子，ディ

オレ・カラモコ（DiaulるKaramokho）はフランスに招か

jもることになる。

カラモコがフランスから帰国した翌87年，サモリはぺ

11 ijt!,'Jとの聞に和平条約を締結L，ニジコール川の方：iい
（凶岸）に存在するすべての権益をサモリは放棄し．コ

ジエール川の右岸（東岸〉に存在するサモリの領土はす

べてフランスの保護下におくことを承認した。

フランスとの関係が一応の落着をみたサモリは，東北

方向に向かつてなお勢力を伸長しティエパと覇を競う

ことになる。 1887年3月，サモリはティエパ征服のため

の遠征に出発する。ナチニアン（Natinian）を占領しシカ

ソを包囲する。パンジエールは，このシカソを包閉する陣

地においてサモリと会見することになったわけである。

結局，サモリはシカソ攻略に失敗し， 1部8年8月， 18

カ月にわたる戦闘で大きな犠性を払っただけで得るとこ

ろなく，退却を余儀なくされる（pp.146～150）。

位） サモリ帝国の領土

パンジエールがシカソの陣地にサモリを訪問した1881

年当時，つまりその最盛期にあったサモリ帝国の支配領

域についてパンジエールは次のように記している。

「1887年はじめから，われわれの保護下に入ったサモ

リ帝国の領土は，北はマダネ（Madan品）の支配するセグ

(Segou）国，東は当時・交戦中のデイエパ国，カントリ

(Kantli），ニエネ（Ni白昼）などの小国（province）と按

L，南はリベリア共和国の北部国境lこいたまるで，ウオ

ロドウグおよび一連の小国群をその保護のもとにおいて

いた。西方においては，シエラ・レオンの英領植民地，

仏領スーグンと接していた。その源流からパマコiこいた

るニジエール川が，仏領スーダレとサモリ帝国の自然の

国境となっていた。」（p.121) 

パンジエールの推計によれば，サモリが直接，軍事的

に占領していた領土の総面積は， 16万平方キロメートル

であり，これにサモリに服従した属領，保護領化した諸

国の面積を加えれば，その面積は3077平方キロメートル

におよんでいた。

パンジヱールは，サモリ帝国の領内を約400キロメー

トルにわたって踏査したが，その問に36の村と戦乱によ

って廃境と化した36の廃村を通過した。 36の村の人口は

総計4200人で，人口規模別の村の分布は次のとおりであ

った。
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日一一竺一一一一山一一……………一一一
人 1:1 20人以ードの村

20～50人の村 17 

60～100人の村 日

150～300人の村 7 

500～800人の村 :1 

,ii・：l6

f千村のllll隔は平均約11キロメートルあ Jたことを勘案
して，バンジエールは4400平方キロメートル（400キロ J

ートル×11キロメートル）の面積に4200人，すなわちこ

の地域の人口密度は， 1 ・"if.方キロメートル1人弱と宇佐川

した。地域差などその他の事情を勘案して，結局パンジ

エールは，サモ IJ帝国の人口を28万人と推計している。

サモリ '!!i'.1土，シカソの陣地に6000人の兵力を投入して

いた（p.97では5000人となっている〕。その他の領内各

地に：－lOOO人の兵士を駐屯させているとすれば，約30人に

l人の割合で兵力として動員されていたことになる。こ

の割合i土，それまでの10年間，戦争を続けてきた｜却とし

ては決して高いとはいえないが，住民の半分を11iめるパ

レパラ系住民は，兵役に徴募されることはなかったし，

ステ fギ（soutiguiニ家長）も兵役を免除されてU、たこと

を考えれば．この省iJfrI土ヨー口、ソパ列強における総動員

ftに匹敵するものであったろうとパンジエールはみてい

る（1》p.121～123）。

問、） サモリ帝国の統治機構

サモリの統治方式はあらゆる意味で「専制的Jであ－：，

たとパンジエールは評価している。広大なイスラム帝凶

を建設しようとしたトウクルール帝国のエル・ノ、ジ・オ

マール（EトHadjOmar）の場合と異なり，ザモリはイス

ラム教を統治の原理としては採用しなかった。いくつか

の村々には回教寺院が建てられ，また礼拝のための広場

が設けられている村もあったが，礼拝が厳格に行なわれ

ることはなかった。コーランの教理の中でサモリが採丹！

した唯一のものは， ドロ（Dolo＝とうもろこしなどをJJl(

料とする地柄）の飲酒企禁じたことである。これとて，

とうもろこしミレツト，ソルゴなど守主張食料作物の穀

類が餓造用に消費されることによって食料確保を危くす

ることを防ぐというきわめて現実的な要請にもとづく措

ぼであったとパンジエールはみなしている。

すモリ支配下の各村には，ルガン（lougan）と呼ばれ

るサモリ用に確保された田畑が設けられた。村人たちは

週にし 2度，定期的にこの農地の耕作にあたることが

義務づけられていた。その収獲物は数カ村にーつ設けら

れていたサモリの穀倉に納められた。

料一………一
各村にはドウグケクナシギ（dougoukunasigui）とよば

れるサモリが中央から派遣した官吏が常駐し，地元の村

の首長に対して，サモリの意向を代表していろいろと指

示を与えた。サモリ用の田畑，／レガンの維持管理もドウ

グヴクナシギの任務の一つであった。また市場のある

村々では，サモリの勘定で諸物資を調達し，さらに重要

な， ドウグウクナシギの任務として，地域住民の動静，

もろもろの出来事に関する情報を収集レサモリに伝達す

るということがあった。

このような組織を通じて徴収される食料だけでは，サ

モリの王ti'，軍隊・ 1浪費をまかなうには不十分であ日＇

不足分は侵略による掠奪に依拠せざるをえなかったとパ

ンジエールは指摘している（pp.33～34, pp. 150～151）。

(3) コング国

（イ） コング市到着

1887年9月初日，シカソのサモリの陣地生あとにした

パンジエールはーそれから約5カJjの旅を続け， 1朗8年

2月20t:l，この踏査旅行の主要な目的地の一つであるコ

ング（l(ong）に到着した。

「ボルドー出発からちょうど I年H，私は，歓迎l'!(J(' 

も敵対的でもなくただはじめてみるヨーロッパ人に好奇

の目を注ぐ住民たちの中を，牛にまたがり質素な旅姿で

コングに入城したのであった。家々（cぉes）の屋根，道

路，四辻は，私を－1=1見ょうと先を競う人びとで満ちあ

ふれていた。道路や四辻に群がる人びとを首長（国王）

の捕虜（＝奴隷）である十数人の男たちが鞭をふるって

追ャ払って道をあけてくれなかったら，私は小さな広場

までたどりつくことができなかったであろう。その広場

で私の随員たちは止められた。

首長（＝国王）の息子の1人がそこまでやってきて，私

を首長の待つ中央広場まで案内してくれた。 2本の大樹

の木陰に，互いに向かいあって椅子に坐って待っていた

のは，右似I］に国王（roi）カラモコニウレ・ワタラ（Kara-

mokho-Oul邑Ouattara）と左側にコシグ市長（chefde la 

、，j]lcde Kon以）ディアラワリ・リタラ（DiarawaryOua-

ttara）であ－，t..こ。それぞれのまわりには，その友人や側

近の人びとが坐うていた。それぞれ1附0人ぐらいはU、る

と思われるこれら二つの集団には沈黙が支配していたの

すべての人びとがむしろや毛布の上に坐し，端正な身な

りをしていた。

この歓迎儀式は，壮巌な雰囲気をかもしだしていた。

そしてその雰聞気に集まった長老たちの白いひげをたく

わえた黒い顔と，オリエント風の服装が調和していた…
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館 3図コング "di 略附・・」 (pp. :!90～291）。

コング到着の翌上l，パシジエールはコングの有力者た

ちのがjで，tillの旅行の目的を説明するように求められる。

パンジエールは，フランスがすでにセネガル川とニジ

」ール川を結ぶ通商ルートで活動しているフランス人商

人を保護する目的でその地域にいくつかの軍事基地を建

i没したことを説明したのち，次のように言う。

「すでにずっと以前から，フランス人はコングとU、う

都市の名を知っていた。われわれはまた，この土地がワ

タラ一波（注17)によって統治されていること，住民は平和

的でいまだカ‘って戦争を行なったことがないこと，彼ら

は活動的な商人であって，ニジエール川の’E響曲者IIのあら

ゆる地域でヨーロツパ製品を吸収しているのは彼らであ

るということなどをすでに知っている。われわれの政的

は，このようなコングの性格を知って，あなたがたと近

舗な関係をとり結ぶために使節を派遣しようと決定した

のである。

在、はまた，当地の住民に最も喜んでもらえるわれわれ

の国の産物，繊細，武器，パールなどなどはどのような

ものであるのか確める任務を帯びている。フランスに州

国したとき，われわれの業者たちにそのごとを教え，そ

れらの商品をニジエール川経由，あるいは沿岸経由で当

地に送り込むことができるようにするためである0・・・・・.I

(pp. 291～282) 

さらにパンジエールはこのあとに予定しているモシれ

の踏査旅行の計画の大要を説明したのち，最後に次のよ

うにつけ加える。 「われわれフランス人は，黒人の同ぐ

にを占領しようとしているのではなヤ。あなたがたは，

われわれが，奴隷を必要としていないことをご存知であ

ろう。またあなたがたはご存知であろう。数世紀以前から

われわれの船がわれわれの産物を積んでアフリカ沿岸に

きており，その問いかなる意味でもわれわれは近隣の諸

国を占領しようとはしなかったということ，しかしなが

らそれはわれわれの有する軍事力をもってすればきわめ

て存易なことであったであろうとし、うことを。」（p.292) 

ょこれにJr,tl..て， l司法カラモコ・ウレは次のように答え

る。 「…，・・hiLわh,は，あなたの干寄ったことをす～〈てγ

解した。私はすべてのものを代表してあなたに感謝の意

を表する。しかしながら，私の心の中に．なおさらにあ

なたに言わねばなちぬことがある。実はあなたについて

惑い噂がひろまっている。人びとは，あなたがサモリの

宿使ではないかと疑っている。この点につヤて，説明1

78 

レヲ 、円h4
合
、
β
叫

F
V
V本

PJ 

m
 

A
U
 

一一
，，必，
ι

d

リ
、
、
、
長

1.コシグ市畏 ヂィアラワIJの邸宅

2.コング国王 カラ毛コニウレの邸宅

3.犬モスク

(II'.所） L. G. Binger, Du Niger au Golfc de 

Guinec par le J,ays de Kong et le Massi, p. 294 

てもらいたい。J(p. 292) 

パンゾエールは「シカソのサモリを訪問したのは，彼

からサモリの支配地域を通過するための許可をとりつけ

ることだけが目的であったのであり，彼らから何の命令

もうけていない」ことを説明し，疑いを晴らす。カラモ

コェウレの説明でパンジエールは，自分のコング入国を

容認すべきかどうかについて住民の中に論争があっ7とこ

とを知る（pp.288～293）。

このコング市にパンジエールは， 3月12日まで20日間

滞在していろいろ見聞し，それを記録に残している。以

下にそのうち重要と恩われる個所を選んで紹介しておこ

っ。
（円） コングrliの景観
コングは，東から西．へのびた大きな長方形の形をした

減壁に固まれていない開放的な町である。すべての住居・

は平屋根で士造りである。町の中心には市場の開かれる

横500メートル，縦幅200メートルの大きな広場がある。

この広場には5, 6本の樹があるだけで十分な日かげが

ないので，多くの商人たちはわら小屋の屋台をつくり，

大市の立つ日にはそこで商いをする。その小屋の中はな

かなか快適で涼しい。

町はクパイラ（qbaila）と呼ばれる七つのブロックに
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分かれていて．各クパイラはそれぞれそのブロックに住

んでいる多数派のディアム（diamou＝クラン？〕の名を

付して呼ぶ。たとえば，クパイラ・ダウラ（Daoura）は，

タウ」放の人びとが千lむケパイラの立：l法である（口tは冠

;l肩Jを表わす接尾語）。

これら七つのクパイラのほかに， IHJの中心部から田畑

一つ隔てたところにいくつか小さな集務がある。それば

いわゆる「廊外（faubourg）」である。北部のココス（Ko・

kosou）部落は，クパイラ・サカラ（Sakhara）に属し，

マラパス（Marrabassou）は，クパイラ・スマカナ（Sou-

makhana）に）局してし、る。

mrの区画は規則的ではなく狭い小路が日Tの中を曲がリ
くねっている。羊，山羊・鶏がその小路をうろついてい

る。少しでも小さな空地があるところは，機織小屋に占

領されている。クパイラ・夕、ウラとマラパス部落には，

四辻の小さな広場に，150ほどの重量染用の穴があり，強烈

な臭気を発している。これらの穴は，深さ1.8～2.0メー

トル，直後1.2メートルのたて穴で， J"'J竣は焼干i)}<S:'. )JII 

えた火山灰，あるレはセlントのき急装で｜潟水しである。

町と廓外を隔てている農！割には， ミレット，とうもろこ

し，たl:f長こなどがt[／（えられそれぞれ同校でかこわれてい

るの

コシグにはH.つのそスケ（凶教寺院）があり，そのう

ん・つはミシリパ（Misiriba＝大モスクの意）と呼ばれ，

nir全体に共通のものであり，中央広場にある（pp.297～ 
298）。

付 コングの住民

パンジエールの推計によれば，コング市の人口は1万

5000，住民はγ ンヂ＝ディウラ人とその奴隷たちである。

言語はマンデ指しか通用しない。ここのマンデ語は，パ

ンジエールが精通していたパン今パラ語にきわめて類似し

たものであった。

ほとんどすべての住民がfスラム教徒であり，彼らは

ァ．つの階層に分けられる。知職入居，指導者層を構成す

る綴字イスラム教徒．文盲ではあるがコーランの戒律を

厳憾に遵守してヤる人びと，そして第；1に禁酒の戒律を

倣り， ドHi丙を飲mLn、る才，H (r~tJ. fスラム教徒であ

る。すべての階層の fスラム教徒が非常に寛容であり，

ブノレベ族のイスラム教徒の場合のように不信心肴には鍋

やひょうたんも貸さないとい円たようなことはない。彼

らは三つの主要な宗教について知ってヤる。それらをム

サ・シラ（Mou,;;aSila＝モーゼの道）.｛ンサ・シラ(Insa

Sila＝イエスの道），モハムマドウ・シラ＜Moh田nma<lou

Sila＝モハメッドの道）と呼んでいる。

コングのディウラ人の多くは，裕福な生活を送ってL、

る。彼らは自分の奴殺を廓外に住まわせ田畑を耕作させ

そこから食糧を得る。これらの資源のほかに，自分の息、

子に2～3人の奴隷をつけて年にし 2度，ボボディウ

ラソやジェンネあるいはもっと遠方まで行商の旅に11-:l

す。また毎年，当地にやってくるダフィナ（Dafi.na）の人

びとから2～3頭の仔馬を買いそれを育てて2～3歳に
なったとき，ペゲ国（Pegue），サモリ医I，ティエパ国な

ど戦争が続いてν、る地方で売りに出す。自分の奴隷の

部を，織物や染物に従事させているものもいる。

間f中で肉屋を営んでし、る者もいる。彼らの羊は問中に

いなし‘。マラパス，ココスなど廓外で飼っていて，ほと

んど毎日，新鮮な肉を妥当な価格で市民に提供している．

1年の一時期を遠方の地で過ごすことを余儀なくされて

いる小商人の妻たちは，夫の留守の間，コーラの実など

を売って生活のたしにしている。貧しし、人びとは，遠方

にたき木を姶ヤに行き，それを市場で売っている。

lltfには理髪師もいる。住宅の聞を回って歩き町・filで顧

客：のひげ剃りをしてヤる。フランスの場合と同じように，

彼らは顧客の施しにその収入を依拠してヤる。 15分ぐら

いで顔を剃らせて10～20コリ（3～6サンチーム， 6～

12円）。顔剃りが終わるとマッサージもある。ジシの忽

びんにつめたパーム首！1を水でうすめたものを， i銅容の顕

や頬に捻りこむ。

コングでは涜腸が流行してし、る。多くの人びとが， t:ti

j揚械を携えて歩いているのをパンジエールは目撃してヤ

る。それは山羊の皮でつくった小さな袋であり，その端

のところにノズルの役目をする直径1センチの竹の切れ

端がついている。アシャンティ族の場合と同じように，

涜腸の調合にはピーマンを多量に入れる（pp.298～300）。

（ニ｝教育

大『Hのたつ日の夕方，カラモコディン（karamokho《！inn

＝学校の生徒〕が2人ずつお祈りをとなえながら，それ

ぞれt'i分たちのクパイラの家々をまわり中庭まで入って

くるの彼らが現われると，いたるところで呼び声があが

る。人びとは2コリ与えて彼らをill＼，‘・tl、う。これは教育

のための一種の税金である。彼らは集めたコリを教師の

もとに届ける。教師は授業料としてそれを受けとり，一

部は教材費にあてる（pp.300～301）。

（村治安

警察の任務を果たすのはドウ（dou）である。パンジエ

ールがコングに習持ました日，鞭をふりむらがる群衆をか
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きわけて道をあけてくれたのは，このドクであった。 i支，

!Off寺を過ぎると彼らは町の中を巡回し，住宅の中から聞

こえるそうぞうしい会話をだまらせ，しかるべき動機も

なく町中をうろついている者は逮捕する。逮捕された者

は中央広場に連行され， 400コリの罰金を支払わなけれ

ば釈放されない。このドウという職名はもともとは［帰

るJという意味で，彼らの任務が，人びとを自分の家に

帰らせることにあったところからでてャる（p.303）。

付通貨

コングでは， J~貨（cauries）が通用し，価格は次のよ

うに表示される。

1コリ ケキエ（keki品）

2 n ピゴ（pigo)

,I n デイン・サパ（din-saba)

4 II デイン・ナニ（din-nani)

5 ,, デイン・ルyレ（din-loulou)

fi ,, ずfン・ワォロ（din-ouoro)

10 11 ボロコ（porokho)

20 " トゴ（toga）またはムカン（moukhan)

20コリ以上100コリまでは 10コリを；蜜味するダバ

(clul】a）またはダヴァ（duva）を頭につけて次のよろにャ

ワ。

fiOコリ ゲノミウオ口（dabaouoro ouoro=6) 

80コリ ダヴァ・セギィ（dava-segui一一一s匂ui::=8)
100コリ ダヴァラン（davaran）またはケメ（k品me）。

200 

565 

300 

8000 

12似）（）

20,000 

シラ（sira200）のあとではクル（kourou)

シラ（sira)

シラ・フラ・ニ・モコ・セギ・ニ・ディン－

yレノレ（sirafoula ni mokho segui ni din-

loulou=200×2と20×8と5sira (200〕と

とともに 1単位となる20はモコ mokhoと

いう。）

シラ・キリ・ニ・クJレ（200と100)

シラ・モコ・フラ（200×20×2)

シラ・モコ・カノ＇ (200X20×3) 

シラ・ケメ（200×1伺）

そしてのその山が10個になったところで，それらを一つ

によせ集めて， 2000個の山（シラ・タン）をつくる。

金は，ミトカル（mitkhal）という単位で売られる。約

4グラムである。 1ミトカJレは，員貨で30シラ，すなわ

ち6伺Oコリである。したがって，金1グラムを3フラン

とすれば， 1ミトカル12フラン， 100コリは20サンチー

ム，シラ・キリ（200コリ）は40サンチームということに

なる。ロコ（lokho，金細工師）は必要があると 5フラン

金貨を25伺～3000コリ（5～6フランに相当する〉で買

う。金は蓄蔵されあまり流通しなし、。銀は全く流通しー亡

し、ない（pp.307～309）。

（ゆ コーラの実

コーラの実（マンデ語ではウル）はスーダン地方では

貴亘な奪修品の一つであり，そのことによって重要な取

引の対象となっていた。コングにおいてもコーラの実は

主要交易品の一つであった。

スーダン人にとってのコーラの実は，フランス人にと

ってのコーヒーと同じようなものであるとバンジエール

は言う。スーダン人にとってコーラの実は薬である。睡

眠薬であって覚醒剤でもある。飢え，かわきをし、やし

食欲を増進させる。すぐれた精力剤でもあるという。要

するに万能薬である。パンジエール自身は，下痢どめと

して効能があったと書いているが，それ以上に贈物とし

てのコーラの実は非常に喜ばれて対人関係において非常

に役に立ったということである。

コーラの木は，野生で西海岸一帯，北緯10度ぐらいま

でのところに分布している。しかし豊富に実をつける

ものは， 60～7。30＇の地帯に存在している。

コーラの実は，白コーラと赤コーラと 2種に大別され

るが，後者が前者に比して価格が高い。コーラの採取期

は， 2月， 6月， 10月と年3回あるが， 2月にとれたも

のはいたみが早い。 6月， 10月に採取したものでも，最

高50～60日間しかもたない。

産地のグルマニア（Groumania）では， 1ウル・ブイ

ヱ（ourou－五位＝コーラ用のひょうたん200個入り〕の価格

は200コリである。それが，コングではその大きさによ

などなどとレうようにシラ－＝200とそ：J=20を単科；とし って 1個， 2～12コリで売られている。このコーラの実

て数える。ここではバンバラ訴の謀本・単俄であったパ は，貝貨とひきかえに売られるが，その貝貨によってコ

(ba, 800），ケメ（keme80）の単位は使用されていない。 ングの商人たちは綿花，藍，赤ピーマンなどを買う。

マンデ人は，独特でしかもきわめて巧妙な方法で貝貨 ノfンジエールは，コーラの実の商いに従事している小

を数える。地面にかかんで袋の中から貝貨を自分の前lこ 商人の1夫婦の稼ぎがどのくらいになるかそれをつぎの

ひろげる。そして信じかたいほどの器用さで，それを5 ように試算してu、る。小間物，鉄製品，布地など地元の

倒ずつ取って200個（シラ・キリ〉，の山をつくってbぺ。 価格で20フラン相当の商品をも。てでた一組の夫婦は，

Bo 
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キンタンポ（Kintanpo）またはボンドウク（Bondoukou)

まで赴き，携行した品を宛り， 5000何のコーラの実をfJ

入れる。それをボボ・デ fウラッソまで運びそこで売り，

埼塊を2本買うことができる。彼はそのうち l木半をコ

ニグに持ち帰り，；，J;:Jの半分で上産の1Ii'，や帰路の食料を

nうのコングからキニクンポ，キンタンポからボボ・ディ
ウラソまで行き，そこからコングに帰る行程は，がJlOOR

問を要する。コングへもち帰った1本半の海塊は240フ

ランで売れる。したが d pてこの夫婦は， 220フラン，すな

わち 1日当り 2フラ＞20, 1人1n当り 1フラン10だけ
稼いだことになる。

しかL，これらの人びとがこの1伺日間，どのような生

活を送るかについても考慮する必要がある。彼らは3～

40キログラムの狩を各自，頭にのせて lHの大部分を歩

いて暮らす。一つの宿営地に到着すると食料を挽き，た

き木を集め，水を探す。その夫婦に子供がいれば，婦人

はその子を背中に背負って歩く。突然‘おそわれる雨に

も耐えて歩きつ〆iける。

このような生活に耐えて1年間，妻とともに働いて，

奴隷1人を買うこ左が彼らの最高の日標であるわ奴隷は

労働のもっともよき補助者である。彼は， 1・人だちと同
じような生活をする（pp.309～315）。

併塩

コングの市場で取引きされて々、る商品で‘コーラの実

についで重要なのは塩である。コングで花られている織

は，タオデェ（Tao<leni）の特権鉱かん， :::r.1レ・7ルアン

(El’Arouan), トンブケトウ（Tombouctou）経由で当
地に入ってくるもので，パ7 コに入ってくるテ fシト

(Tichit），セプカ・デ、ィジイル（Sebkhad’I<ljil），パクヌ

(Bakhounou）などの地方で産出する岩塩より細かく色

も白い。また「4塊の大きさも大きい。そのほかに，グラ

ン・パッサム，英領黄金海岸でとれる海塩も売られてい

る（pp.315～316）。

（のその他の商品

ロンゲの商人たちは，南部て守とれるこrーラの実を，ジ

コンネまで運び北部で産出する塩・：y；毛製のブルヌ

(hurnousェアラーf風の頭巾付外套）と交険してくること

を主要な役割tlているわけであるが，その他lこ彼tiLt 

次の上うな商品もジェンネの市場に送りこんでいたn。コング特産の紅白の布地，細い帯状におられた布
地を， 12-15本，パーコュ用に縫いあわせたもの。婦人

用パ｝ニュの高級品とされている。コングで1枚8000～
l万5000::1リ (16～：：；oフラン〉するの

2) 赤ピーマンー一一ニエレ，フォロナ（Follona），レ

ラ（Lera）地方の産物。

3) ニアマク（niamakou），こしょうの一種で，ジz

ンネやトンブクトウで珍重される。ジミニ，アノ，ゴト

ゴ，ボンドワクなど南部の諸地方に産する。

4〕金

コングから，ジェンネにもちこまれる砂金はごくわず

かである。コングの商人の手中にある砂金の大部分は，

ロピ（Lobi）からくる。

コングの市場は，これらの商品を取引きする商人たち

が，毎日，夕方になると1000人ぐらい集まってきて賑う。

5日ごとに関かれる大市となると，まさに祭りのような

賑わいをi呈する。市場は，モコロコ（mokholokho＝男の

市〉とよばれる北側の部分と，ムソコ（moussoko＝女の

市〉とよばれる南側の部分に分かれている。北側のモコ

ロコ（男の市〕では，布地・毛布，銃，帽子，鏡，パー

／レ，針などと銅製皿，サラダ鉢，さらしキャラコ，ネッ

カチーフ，などのヨーロッパ製品を売っている。南側の

ムソコ（女の市〕では，食料品，香辛料，綿花，藍，果

実，焚木，などが取引きされる（pp.316～318）。

（ヌ） ゴングの歴史

コングはジェンネ（1043～44）と同じ時期に建設され

たとこの地ではいわれているが，アラプの歴史書にコン

グの名は全く出てこないところから，それはかなり疑わ

しいのではないかとパンジエールはみている。

この地方にマンデコディウラ人が到来してきたとき，

コングはすでに存在していたが，とるにたらない一つの

集落にすぎなかったという。マンデ＝ディウラ人は，

原住民からそこに定着する許可を得られず，テネンゲラ

(Tるnenguela）と，バンジエ－1レが訪れた時期にはすで
に消滅してしまっていたリンパラ（Limbala）とよばれる

小さな村（現在のコング市から2～3キロメートルの地

点）に定着した。

コングのマンデ＝ディウラ人は，異なった二つの方向

からこの他に流入してきた。ワタラ（Ouattara），ダヴ

(Daou），パYレ（Barou），ケyレ（K品rou), トウレ（Tourめ

などの一族の人びとは，北部のセグ，ジェンネから移入

し℃きた。他方，シセ（Sisse），サカ（Sakha），カマタ

(Kamata), ダニオコ（Daniokho），クノレパリ（Kourou-

bari），ティミイテ（Timit品），トラウレ（Traoul品），それに

ワタラ一族の一分校は，テングレラーンゴコ（Tengr佐la-

Ngokho）地方，とりわけウオロドウグからテングレラに

向かう道に沿って存在する諸村の出身者であった。
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彼らは，一時期に大量に移入してくる一般的にいう移

民とは異なり，フルベ（Foulbe）人の場合と同じように，

小さな集団をなして，少しずつ移入してきた。そして脈

住民よりも一般に活動的で知的であり，イスラム教徒で

あった彼らは，この地方で優越的な地位：を占めるにいた

った。

クルパリ一族は，リンパラ村を建設した。北部から移

入してきたワタラ一族は，テネングラ，カマレ（Kamare),

ボゴ7 ドウグ（Bogomadougou）に定着した。

この地方で真に実権を獲得した最初のマンデ＝デイウ

ラ人は，ファティエパ・ワタラ（FatiebaOuattara）であ

り，それを継承したのがパギ・ワタラ（BaguiOuattara) 

である。それがさらにセク・ワタラ（SekouOuattara）に

継承される。このセク・ワタラがパンジエールが訪問し

た1関8年当時の関王，カラモコ＝ウレ・ワタラの姐父に

あたる。

セクの時代に，クルパリ一族はコングに住居を設ける

ことに成功したが，町全体を支配するまでにはヤたらな

かった。市の閲かれたあるH，すでに市内に居を構えて

いたクルパリー放と共謀して，テネンゲラのワタラ一族

とその同盟者司パノレ，ダウ一族は，コングに攻め入り，

フアラファラ（Falafalla）人の首長ーらを虐殺し，この町

の支配権を君主握Lた。これが18世紀末の頃のことであっ

たという。

セクの死後，彼の12人の息子たちは権力を分掌し，コ

ングを中心に問方に小集団をなして移住し拠点を建設し

ていった。

帥国王カラモコ＝ウレ・ワタラ

彼は，すでに述べたようにセクの孫にあたる。すでに

40年間，王位にあった。彼の皮膚の色は，純粋のプール

入のように明るいこをから，ウレ（oule=:c赤）という純名

がついた。彼は中背で，みごとな白髪の日ひげをたくわ

えていた。

彼は，各地に散在してャるセクの子孫たちの領土を；~

めたコング国の長であり，ジェムマア（djemmaa＂＇：長老

会議〉の議長である。彼は，自分の一族が略奪を行な，，

たり，戦争を行なろとどがない上うに監督してし、札マ

ンデ＝ディウラ人は，好戦的ではなく，コングの軍隊は，

コモノ（Komono), ドコジエ（Dokhosie），ロピ (lobi〕

などの地方出身者の傭兵である。カラモコ＝ウレ自身の

親衛隊としては，コングに50人ぐらいの兵しかもってい

ない。彼らは，主に各地方との連絡のための伝令の役割

を果たしている。

82 

（オ）移住

マンデ・ディウラ人が戦争を忌避してきたとするなら

ば，彼らはどのような手段で自らの勢力を拡大してきた

のか。それについてパンジエールはつぎのように説明し

ている。

ゴングでは，過剰になソた人びとを彼らが保持しない

と努える通商路沿いに移住させる。商人たちを異教徒に

よる掠奪から守り，通商路の安全を確保するためである。

こうしてまず，コングからボボ・ディウラソにいたるFレ

ートに沿って散在する村々に，ディウラ人は住みついて

い，pfこ。つづU、て，ジェンネまでのルートに沿って，各

村に1ないし2家族ぐらいずつ住まわせてし、った。それ

に50年の年月をかけている。

これらの移入民はその村に｛よみつくと，学校を組織L,

原住民の子供たちの教育をはじめ際f:t民との接触を深め

ていく。そして彼らはコングとの関係，他方の商業中心

地との関係を利用して，原住民にJl}J力を与え，次第に彼

らの信頼を深めていく。っし、には彼らの種々の問題にjf:(

接介入するまでになる。作Iか調整すべき問題がおきると

デ fウラ人のもとに持ちこまれるようになる。彼は，読

み書きを知っている知識人として，同時に商業を常む資

産家として原住民の信頼を得る。このディウラ人は，自

分が問題を解決しえないときは，見（f:J:上止の首長に対して
コンゲの人びとの助力を仰ぐべきであると進言する。こ

のようにしてその村は，コング閣の保護下に入っていく

ことになる。

（吋イスラム教・カース卜

コングの宗教的首長は，シタファ・サカノコ（Sitafa

Sakhanokho）であるが，彼は何ら政治的な役割は担って

いない。いわば教育大臣というべき存在で， 20校ぐらい

存在するアラビア語学校を統轄している。彼自身は，成

人・老人たち向けの講義を行なう。すべての長老たちは

シヲフアが適に2～3回行なうコーラン，福音書，モー

ゼの5＇；＇！干に関する講演に必ず出席するの教育は非常に普

及しており， 文盲は少なL、0.彼「〉の，l干くアラビア訴は．

純粋のアラビア語であるn パンジェ－ 1~が滞在した時点

では． メッカ巡礼を経験しf二fスラム教徒は 1人も存tE

しなか，pた。 20年に 1人， Jソカ巡礼を行なうものがで

るかでないかという程度であるという。

マンデ＝ディウラ人は知的で，活動的であるとパンジ

エールはし、う。イスラム教に対しでも決して狂信的では

なヤ。カーストの精神はゴングではほとんど消滅してい

る。したが，Jてマンヂ・デfウラ人の中には i人のグ 1／オ
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(griot）も存在しなし、。パンジエールが訪問した他の地域

では，耕作者，兵士でないものは，劣等の？重視される一

つのカーストをかたちづくりていたが，コングではその

ようなことはな〈，すべての人びとが織物・染物に従事

していた。

（注 1) ポンデインヱゾ（Pondichery）と 1「ン子

ルゾゴール（Chandernagor）特産の慌染めの斜iJ"/ii。

〔注2〕 G・p・Jードッ 7に工れば， ソ壬／ :ct E；く

はバンノ、ラ族に合められる漁業をWl"Jとする 1カース

トとされている（Murdock,G. P.，へρ・ica,itsρ印』

jう・!esand their culture history, Mc Graw-Hill Book 

Co., New York, 1959, p. 71）。ノ；／ベラu総じて

Pag紅1であるが， ソモ／はイスラム化していた。

rn, 3) 1886年ブランスで小麦粉が 100キログラム
吋り卸売価栴で31.85ソランであった。

（持＇・ 4) ア，，マミとは， ;tjそらくウヲマ（ulamaイ

スラム教の将 I：）がなまった時称ごあろと jぷわれる。

パンジェ－ 1Ll.t.，→yーモリレっこ： i，γ 九一J 二と l呼んでい

るn

οt 5 ) tril .＇，だぶだぶ 1λ・l二次n
〔I主6) ·f.1延欣ヂ， li~rfiのカース l 。

（注7) ヒ（じめと ltと 1）テ (karite）アフリカ p'(,:

~樹，学名 Bassia Parkii JJことて，この制かんとっ

fこれ11。
（注8) 叶ハヲ砂漠に近い北部dノ＇i:J包の戸草地。

Ci主9) ,,;;f,味不明。

（注10) ;-1()キログラムのまちがし、かじ

（注11) -H,'>YY:l去の名と店、われる。

(r-H2) .J1，阪賢一氏lムマンチンガ帝国と呼んでい

る（『アフリカ社会の地以性』東京外闘郡大学アジア・

アフリカ口論文化研究所 昭和48年 144ページ〕。こ

こでは，ノJノl yエーんの「Etatsde Samory.Jという

表現を「＋モリ帝国Jとl沢してれく。

(ttl3) fiOOOとしている倒所 i，あるの

UH4〕 I’eroz,Au Svudan Fran9ais, Paris, 1882. 
（日：15〕 Peroz ,t, !,Hによれば，吋”モリの出当地は．

のちに－＜；＞－，二 ！・,L'・岡山尚都 1な pた叶－）・ > ＇ロ（ Sanan-

coro) 1. I水 JこL、るわ ノヲ〆 λU)l丙fγ ノリカ史研究部

Yves Person :.t, -11-モリの系図を伝承を通じて碍+11;1花

した論文の中で，サモリの生地は，マニャンパヲドウ

グ（Manyambaladougou）であるとしている。 Y.

Person “Les Ancetres de Samory，＇’ Cahiers d'Etu・ 

des 11/トicaine：丸、＇ol.4 No. 13, 19印．

（注16) 同じく YvesPerson は，サモリの父方の

系譜をマンデ＝ディウヲとするのは間違L、，あるいは

不正確であると述ベている。ディウラは商人という職

業を表わす言繋で，族名としては，マリンケ＝モ lJ

(Malinke・Mory）と呼ぶのが正確であるとしている。

J リンケ・モリとは，マリンケ族のうち，とくにイス

ラム化し，もっぱら商業活動に従事している人びとを

mす（Peroz,op. cit., p. 126）。
（注17) このワタラという名は，マリンケ＝モリ

(/Di）に！-r.するクヲンあるいはりネァジの名と考えてよ
いと出われるが，ここでは漠然と「一族」と訳しておく。

おわりに

以上，パンジエールの『西アフリカ紀行』第l巻の中

から，ごく一部の内容を紹介したにすぎないが，そこに

は当時の西アフリカの状況を理解する上にきわめて貴重

な具体的事実に関する情報が豊富に含まれていることが

知られよう。それらは，私たちの中に存在する枠組とし

てのアフリカの伝統的社会のイメ｝ジに，生き生きとし

た内容を，あるときはその枠組をっきくずしてしまうよ

うな質の情報を提供してくれる。またそこから多くの興

味ある社会経済史的問題もひきだすことができる。

パンジエールの叙述の各所に出てくる捕虜（＝奴隷〉

の社会的性格，コングのディウラ入による商業活動，こ

の時期にサモリ帝国が形成されたことの意義，などなど。

それらの問題に対する回答を，この旅行記から直接ひき

だすことはできないことはいうまでもないが，そのよう

な問題視角から，この時代の西アフリカ社会を再構成し

よう左するとき，きわめて貴重な資料となることは間違

いないだろう。

（調査研究部〉
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